
JP 2014-504327 A5 2015.2.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年2月5日(2015.2.5)

【公表番号】特表2014-504327(P2014-504327A)
【公表日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-009
【出願番号】特願2013-545227(P2013-545227)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/654    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/654    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/00     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月9日(2014.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化マグネシウムとエタノールを含む固体付加物であって、１モルの塩化マグネシウム
当たりのエタノールのモル数が２～５の範囲であり、水銀空隙測定法で求めた前記付加物
の１μｍ以下の孔による平均空孔半径（Å）と、１モルの塩化マグネシウム当たりのエタ
ノールのモル数の比率が５００より大きい固体付加物。
【請求項２】
　エタノールのモル数が２．２～４．５の範囲であり、これに対応して上記の付加物の平
均空孔半径とエタノールのモル数の比率が６００より大きい請求項１に記載の固体付加物
。
【請求項３】
　水銀気孔率が０．０５～０．２ｃｍ３／ｇであり、空孔の平均空孔半径が０．１８～０
．３５μｍである請求項１又は２のいずれか一項に記載の固体付加物。
【請求項４】
　請求項１に記載の固体付加物を部分的に脱アルコール化することによって得られ、及び
１モルのＭｇＣｌ２に対して０．１～３モルのエタノールを含むことを特徴とする固体付
加物。
【請求項５】
　Ｈｇ法によって測定して、０．２～１．５ｃｍ３／ｇの気孔率を有し、及び平均空孔半
径が０．１４～０．３μｍの孔を有することを特徴とする請求項４に記載の固体付加物。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか１項に記載の固体付加物を一種以上の遷移金属化合物と反応させ
て得られるオレフィンの重合用の固体触媒成分。
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